
職員が作った『生きる喜びを持って共に歩もう一歩ずつ「笑顔の風が吹き抜ける明るいホーム」』を事業所の理念と
している。開設から５年目になるが、当初からの職員が半数近く残っており、理念の実現に向けて、利用者一人ひと
りがその人らしい生活を送るためのケアを実践している。介護計画作成にあたっては、利用者の担当職員は日々
モニタリングを行い、２ヶ月毎のユニット会議で意見交換を行い、ケアマネージャーや計画作成担当者は家族の要
望と合わせてこれらを介護計画に反映させている。ほとんどの利用者は、職員が通院介助をしてくれ、往診にも来
てくれること等から、近くの協力病院をかかりつけ医にしている。重度化・終末期についても、これまでにも看取りの
事例があり、今後も利用者や家族の希望があれば、この協力病院の往診と訪問看護で対応していきたいとしてい
る。訪問看護師が週１回訪れ健康等に関するアドバイスを行っており、歯科医の訪問診療も週１回あり、口腔ケア、
入れ歯の調整を行ってくれるなど、利用者の健康管理にも努めている。

評価結果市町村受理日






































